
（別記様式第１２号）（第３の８関係）
（南信州地域）

事業名

事業主体

（連絡先）

事業区分

事業タイプ

総事業費 950,000　円 （うち支援金： 760,000　円）

事　業　内　容

事 業 内
容

事　業　効　果

今後の取り組み

　

　

ソフト

令和２年度　地域発 元気づくり支援金事業総括書

つながり人口創出事業「天龍つなぐカレッジ」

天龍村

（地域振興課・０２６０－３２－１０２３）

(8)その他地域の元気を生み出す地域づくりに資する事業

※自己評価【 Ｂ 】

【理由】

想定より参加される方が多く、昨

年度関係人口で築いた関係からのつ

ながりを広められた一方、緊急事態

宣言等により往来ができず、次年度

以降どう活動していくかまで具体的

に計画を立てられなかった。

【目標・ねらい】

・オンラインでの都市農村交流や

つながりづくりを進めていくこと

で、次年度以降リアルな交流をス

ムーズに行える体制を構築する。

①天龍つなぐカレッジ参加者 目

標１０名

②イベント視聴（参加）者・協力

者 目標２０名

都市部との往来が難しいなか、オンラインツールを用いた交流

を実施したことで、都市部と地域の新たな関わり方を発見するこ

とができた。また、オンラインの気軽さから、新規参加者が半数

以上を占め、参加者も気軽に天龍村を知ることができたことは、

地域を知るための新たな入り口となった。

ＳＮＳ等を活用し、天龍村で活動したことのある都市部の方が

企画等を実施し、地元協力者とイベントを開催することで、同じ

都市部在住で地方に興味のある方に多数参加いただけた。また地

元で活動する村民もコロナ後の地域活動に期待を持てた。

①天龍つなぐカレッジ 現地での活動者 実績 ０名

②イベント視聴（参加者）実績１０６名 （協力者）実績１９名

都市部在住で、村民が行う地域活動に関わりを持ちたい方や

移住希望者等に向けた交流事業をオンラインで３回実施しまし

た。

【１回目】１２月 ８日 ～住まなくとも出来ることは？ 地

方の伝統文化へのかかわり方会議～

【２回目】 ３月 ６日 ～長野県秘境の村のお茶農家さんに

聞く暮らしと仕事のほんとのところ～

【３回目】 ３月１５日 ～ないものはつくる！ 秘境の村か

ら学ぶ、クリエイティブな暮らしとは？～

今年度の参加者を中心にＳＮＳ、メール等を通じ夏以降に実施予定の天龍村での地域活動参加希望者を

募り、地元住民らとともに地域活動に協力いただく予定です。そのために、今回講師なっていただいた天

龍村での活動歴がある都市部在住者を夏ごろ招き、具体的な活動内容等を決めていく予定です。

また、オンラインが身近なツールとなったことから、現地活動とオンラインを融合させたプログラムに

より、参加者と都市部の住民とが気軽に交流できるような仕組みも作りたいと考えます。

※新型コロナウイルスの感染状況やワクチン接種状況等により、オンライン中心の活動となる場合があ

ります。

（活動写真）

【オンラインイベントの様子】


